
• 輝HIKARI側の参加者の紹介(5分)
• 奥州市とさいたま市見沼区との比較検証(10分)
• 事前のご質問(7問)の回答(20分～30分程度)
• 意見交換等(できる限り)

レジュメ



• 特定非営利活動法人輝HIKARI (NPO法人ひかり)
代表理事 金子訓隆(かねこのりたか)
理事兼施設統括管理者 大谷貴志(おおやたかし)

• 齊藤健一さいたま市議会議員 (公明党さいたま市見沼区選出 3期)

• 山本博司氏(前参議院議員)
(参議院議員[3期18年間]・元厚生労働副大臣・内閣府ワクチン担当副大臣・元財務大臣政務官・元公明党障がい福祉委員⾧)

・運営担当(撮影・設営)
金子展隆(輝HIKARI 監事)
古田太陽(合同会社セゾン 代表)
藤牧 誠(一般社団法人諒 代表理事)
金子智美(輝HIKARI 総務)

輝HIKARI側の参加者の紹介



奥州市とさいたま市見沼区との比較検証

はじめに





埼玉県 7,324,661人(R8.8.1)





奥州市さいたま市見沼区

993.3 km²
香川県(1,876.8 km²)

30.69㎢(217.4 km²)面 積

107,507人165,703人人 口

3,242人6,660人1a・年齢人口(0歳から5歳)

56人46人1b・上記の療育手帳発行数

6事業所18事業所1c・児童発達支援事業所数

11,263人18,475人2a・年齢人口(6歳から18歳)

94人447人2b・上記の療育手帳発行数

18事業所27事業所2c・放課後等デイサービス数

※日本で一番面積の大きい市は岐阜県高山市。高山市の面積は2,177.61 km²



行政視察に係る事前質問

1．事業の背景と目的、設立までの経過、これまでの成果と今後の課題について
2．夕方支援について
3．こども食堂の開催について
4．現在の職員数55名との記載だが、職員不足等の問題はないか。
5．放課後や夕方の時間帯に実施している「放課後等デイサービス」では、具体的
にどのような内容や工夫を行っているのか。
6．健康・生活、運動・感覚、認知・行動、言語・コミュニケーション、人間関
係・社会性の５領域に基づいた療育プログラムを実施されているが、その効果や
成果をどのように評価しているのか。
7．家族支援・地域連携・人材育成について
「アタッチメント（愛着）の安定を支える家族支援」や、保育所・学校・医療機関との連携はどの
ように進められているのか。また、専門職の配置や大学・専門学校との連携（学生実習等）を含め
た人材育成の取組にかかる成果や課題は。



行政視察に係る事前質問

1．事業の背景と目的、設立までの経過、これまでの成果と今後の課
題について

特定非営利活動法人輝ＨＩＫＡＲＩパンフレット・ホームページ
2013年7月8日放送 NHK首都圏ネットワーク
ご参照ください。

https://support-hikari.net/hikari/



行政視察に係る事前質問

2．夕方支援について



18歳の壁 https://x.gd/6tlMG

2022年4月21日 公明新聞 6面 2022年6月3日 公明新聞 7面



18歳の壁 https://x.gd/7Ppy4

社会福祉法人 ひだまり会の高橋理事⾧らと意見交換会（岩手県奥州市）

さいたま市は、日中一時支援事業の中の延⾧
として夕方支援事業を行っています。
今年度の事業予算は、3,716万5,000円（日中
一時支援事業）で、登録事業所数は9月1日現
在で13事業所です。

2022年8月30日～31日
山本氏・齊藤市議と共に奥州市を訪問



行政視察に係る事前質問

3．こども食堂の開催について

https://kodomoouen.pref.saitama.lg.jp/map

こども食堂

学習支援

https://www.city.saitama.lg.jp/003/001/009/p058996.html



行政視察に係る事前質問
(施設運営に関わる質問)→ 大谷貴志施設統括管理責任者

補足・付帯事項:金子訓隆代表理事

4．現在の職員数55名との記載だが、職員不足等の問題はないか。

5．放課後や夕方の時間帯に実施している「放課後等デイサービス」では、
具体的にどのような内容や工夫を行っているのか。

6．健康・生活、運動・感覚、認知・行動、言語・コミュニケーション、人
間関係・社会性の５領域に基づいた療育プログラムを実施されているが、
その効果や成果をどのように評価しているのか。



https://x.gd/lDPxf



https://x.gd/F3ItQ令和8年度障害保健福祉部予算概算要求の概要について懇談:永田町 2025年9月5日

https://x.gd/KIu5w https://x.gd/qyAwv2023年03月10日 公明新聞 2面





発達障害者の支援を考える議員連盟 事務局として参加 https://x.gd/RgbJx

党派を超えて、衆参国会議員１５１名が参加する最大規模の議員連盟

•会⾧ 野田聖子氏

•事務局⾧ 山本博司氏

•逢坂誠二議員／宮路拓馬議員／泉健太議員
／山本佐知子参議院議員／猪口邦子議員／阿
部恵美子議員／宮内晴子議員／小山ちほ議
員／鳩山紀一郎議員 他多数



行政視察に係る事前質問
7．家族支援・地域連携・人材育成について
「アタッチメント（愛着）の安定を支える家族支援」や、保育所・学校・医療機関との連携はどのように進められている
のか。また、専門職の配置や大学・専門学校との連携（学生実習等）を含めた人材育成の取組にかかる成果や課題は。

https://support-hikari.net/attempt/nurturing/

https://x.gd/V9BoW
●地域連携

●人材育成

https://x.gd/Z8D4G

https://cocorearhug.support-hikari.net/archives/2358

https://miraikids.support-hikari.net/archives/1967

●家族支援


